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緒 言

１９８０年代に色素 レーザ ーが開発さ れて 以来単 純

性斑管腫に対する治療と してはレーザー治療が第一

選択である．１９９９隼 に皮膚冷却装置付 長パルス幅色

素レー ザー （以下 Ｖ ビーム） が開発さ れ， 単純性滋

管腫に対 する 治療成 績は 更に 向上 した． 色 素 レー

ザー治療 に低抗性の 単純性菰管 腫に Ｖ ビー ムを 照

射 し て 効 果 が 得 ら れ た 報 告 も あ る’〕
．

そ の 理 由 と して は Ｖ ぢ一 ム が 従 来 の 色 素 レ ー

ザーと比較 して， 冷却することにより高出カ照射が

可能であり， また波長 が長く、 パルス 幅が可変式に

なったことにより深部の滋管および菰管径が大きい斑

管の治療が可能になったためであるといわれている 牌
．

しかし色素 レーザー照射後の愈管腫の組織と， さ

らに ｙ ビームを照射した組織を比較して， 実際に愈

管数や血管径の変化を詳測 した報告は渉猟し得た 隈

り 認 め な か っ た
．

そこで今回単純性斑管腫 の症例に対し， 未治療の

部 位 と
， 色 素 レ ー ザ ー 照 射 後

，
さ ら に Ｖ ビ ー ム 照 射

後のレーザー治療の効果について組織学的に比較検

討 し た．

対象およ び方法

単純性血管腫の治療希望 で当科を受診した 患者の

うち，組織採取の了承を得 られた症例を対象と した．

その内訳は未治療２３例 （未治療群）， 色素レー ザー

を複数回照射 した２３例（色素レー ザー治療欝）と ｙ
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嚢１ 対象 例の 内訳

惟別 （例） 平均年齢 （歳） 平均照射回数 （副 部 位 （％）

男性 女性 色素 レー ザー Ｖ ビ ーム 顔面 体 幹 上肢 下 肢

乗 治療 群 １７

色 繋 レー ザ ー 治療 欝 １８

Ｖ ビー ム 治 療群 １４

２３

２０

２９

０ ０ ５２，２ 亘３．０ ８，７ ２６，１

５ ０ 遂３
．
５ 至３

．
０ ８

．
７ ３些

、
８

６
．
１ 遂

、
２ ６０

．
９ 至３

．０ ８，７ １７．４

表 ２ 各騨 に おける 皿管 径別 計測 繕果

菰 管の 深 さ

血管径 （岬）

～３０ ３１山 ６０
６１ ～ ９０ ９豆 ～ １２０ １２１一一

乳頭層 未治療欝

亀業 レ ー ザー 治 療 群

ｙ ビー ム 治療 襟

乳頭下層 未治療群

色素 レー ザー 治 療 群

Ｖ ビー ム 治療 欝

真皮上層 乗治療群

色業 レー ザー 治 療 群

ｙ ビー ム 治 療欝

莫皮申層 未治療群

色素 レー ザー 治 療 欝

Ｖ ビー ム 治 療群

真皮下層 未治療群

色素 レー ザー 治 療 欝

Ｖ ビー ム 治療 群

ビームを複数回照射 した２３例 （ｙ ビーム 治療群） で

あ っ た． 未 治 療 群 は 男 性 ６ 例
，

女 性 １７ 例
，

平 均 年 齢

２３ 歳，
色 素 レ ー ザ ー 治 療 群 は 男 性 ５ 例， 女 性 １８ 例，

平 均 年 齢 ２０ 歳
，

治 療 の 平 均 固 数 は ５ 回 で あ っ た
．

Ｖ

ビ ー ム 治 療 群 は 男 性 ９ 例
，

女 性 １雀 例
，

平 均 年 齢 ２９

歳 で ｙ ビ ー ム 治 療 の 平 均 回 数 は ４２ 回 で あ り， こ れ

らの 症例 はい ず れも Ｖ ビー ム 治 療 前 に色 素 レー

ザ ー 治 療 を 平 均 ６．１ 回 照 躰 し て い た （表 １）．

照射 部位の 内訳 は未治 療群 で顔面１２例， 体幹３

例
，

上 肢 ２ 例
，

下 肢 ６ 例 で あ っ た． 色 素 レ ー ザ ー 群

で は 顔 面 １０ 例， 体 幹 ３ 例， 上 肢 ２ 例， 下 肢 ８ 例 で あ

り， Ｖ ビ ー ム 群 で 顔 繭 １迅 例， 体 幹 ３ 例，
上 肢 ２ 例，

下 肢 ４ 例 で あ っ た （表 １）．

今回使用 したレーザー装置お よびその照射条件は

以 下 の ご と く で あ る
．

色 素 レ ー ザ ー は サ イ ノ シ ュ ァ

社 製 ＰｈｏｔｏｇｅｎｉｃａＶ ｗ
，

発 振 波 長 ５８５ｎ㎜， ス ポ ッ ト サ

イ ズ ５， ７， １０㎜ ㎜，
パ ル ス 幅 ０４５㎜ｓｅｃ で あ り

，
冷 却

装置付長パルス 幅色素 レーザーはキャ ンデラ社製 Ｖ

ｂｅａ㎜
ＴＭ

，
発 振 波 長 ５９５ｎ㎜，

ス ポ ッ ト サ イ ズ ５
，

７
，

’
１０

醐ｍ，
パ ル ス 幅 ０恋 ～遂０㎜ｓｅｃ を 用 い た

． 冷 却 装 置 は

ス プレー式で， レーザー照射直前に照射部位に冷却

ガ ス が 噴 射 さ れ る Ｄ ＣＤ （ｄｙｎａｍｉｃ ｃｏｏ１ｉｎｇｄｅ－

Ｖ１Ｃｅ
ＴＭ） で あ る

．
照 射 条 件 は 色 素 レ ー ザ ー で は エ ネ ル

ギ ー ５１５～ ６Ｊ，
Ｖ ビ ー ム で は パ ル ス 幅 １５ ～ 王Ｏｍｓｅｃ，

エ ネ ル ギ ー ９～１５Ｊ で 照 射 し た、

組織の採取 は全例 菰管腫 内の皮膚を３㎜ｍ デルマ

パ ン チ で 行 い
，

１０％ ホ ル マ リ ン 液 で 圃 定 後 ψ 蜘 の

パ ラ フ ィ ン 亀 埋 薄 切 片 と し た
．

ヘ マ ト キ シ リ ンーエ オ

ジ ン 染 色 と 抗 ヒ ト ｆａｃｔｏｒｙ 唖 免 疫 染 亀 ωａｋｏ 社 製）

を行った後， 標本中の斑管数と深さを顕微鏡下に目

視で蕎十測 した． それらの数値は各欝閥 でｔ検定によ

り 有 意 差 判 定 を し た．

ま た
， ５ 例 で は 色 素 レ ー ザ ー と ｙ ぱ 一 ム を 照 射 し

た直後に同様に組織を採取 し， レーザー照射による

血 管 へ の 影 響 を み た．

結 果

１． 血 管 数 の 比 較

切 除標 本の斑管数を血管径別に比較した （表２，図

１）． 色素レーザー治療群では未治療群と比較して３０

岬 未満 から至２０μ㎜ まで増滅ほあまりなく，互２ψｍ

以上の並管径で血管数の有意な滅少がみられた．

Ｖ ビーム治療群では菰管径カミ３０岬 以下の愈管数

は有意に増加 していたが滋管径が３１岬 以上では減

少 しており， ６王岬 以 上の血管数は未治療群と比較

し 有 意 に 減 少 し て い た
．

次に 深さ により 各層別 に菰 管数 を比較 した （図

２）
，

乳 頭 層 お よ び 乳 頭 下 層 ま で の 血 管 数 を み る と
，

色素 レーザー治 療群と Ｖ ビーム 治療群 におい て未

一２４一
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図１ 各群 間 での口 径別 倣管 数の比 較

＊ ！ ： ｐ ＜ ０．０５
，

＊ ２ ： ｐ ＜ ０
．
０王

， ｔ－ｔｅｓｔ．

ユ泌 一 斑 督 径【μ ｍ］

治療群と比較 して血管数は減少 していた（図２ａ）． し

か し真皮申層および下層 では色素レーザー治療群で

愈 管 数 の 減 少 は 認 め な か っ た
．

Ｖ ビーム治療群では真皮上層でも６１岬 以上の血

管数は未治療群に比較して有意に減少していた、 し

か し真皮 申層か ら下層に かけて の倣管 数は１２１岬

以 上 で の み 減 歩 し て い た
．

２１ 組 織 像 の 比 較

最終照射直 後の標 本で は色素 レー ザーで７００μｍ

の深さ （真皮中層） の斑管では直経２００終ｍ の血管内

で凝血が見られたが血管内皮は連続性が保たれてお

り 損 傷 は 見 ら 犯 な か っ た （図 ３ａ）．
一 方 Ｖ ビ ー ム 治

療 群 で は 深さ１ρ００岬 （真 皮 申層） で直 径２５０岬

の斑管内で凝固がみ ら狂， 菰管内皮の損傷と赤斑球

の 漏 出 を 認 め た （図 ３ｂ）．

３． 症 例

唾７歳男性． 背部の単純性血管腫で， 照射前と色素

レーザー３回照射 したが奏功せず， 患者の希望によ

り
，

さ ら に Ｖ ビ ー ム ７ 回 照 射 し た と こ ろ 臨 床 的 に は

薄い淡紅色斑 が残存する程度に改善が得られた （図

４ａ）．
経 時 的 に 組 織 標 本 を 比 較 す る と

，
色 素 レ ー ザ ー

照敷後には主に直径６０岬 以下の菰管 が散在 してい

た が， Ｖ ビ ー ム 照 射 後 で は こ れ ら の 菰 管 径 の 数 は 減

少 した． しかし直径が３０岬 より小さい血管の残存

が 見 ら れ た （図 ４ｂ～ｄ）、

考 察

単純性菰管腫に対する治療は，
パルス 発振式の色

素 レーザー が， 緩痕を生 じずに治療できる方法と し

て 第 ユ 選 択 と さ れ て き た 洲
．

し か し 色 素 レ ー ザ ー で

ある程度の色調の改善や面積の縮小は得られても完

全に消失することは難しい、 近年パルス 幅カ竣 更可

能 で
，

４５０μ～４０狐ｓｅｃ ま で の 可 変 式 パ ル ス 幅 色 素

レ ー ザ ー が 開 発 さ れ
，

波 長 は ５９５ｎ服 と 色 素 レ ー ザ ー

の ５８５ｎ㎜ よ り も 長 く
，

ま た 照 躰 時 に 皮 膚 を 冷 却 す る

ＤＣＤ により高出力でも安 全性を高 めた治療 が可能

と な っ た． パ ル ス 幅 を 長 く す る こ と で よ り 太 い 血 管

を標的と し舳
， また波長を長くするこど で深達性を

高 め
，

よ り 深 部 ま で の 治 療 が 可 能 で あ るＯ伽）
、 岩 城

ら’〕は 色 素 レ ー ザ ー 治 療 で 抵 抗 性 で あ っ た 単 純 性 斑

管腫に対 して ｙ ビーム ではより効 果的であ ると 報

告 し て お り、
当 科 で も Ｖ ビ ー ム を 用 い て 治 療 し て き

た． 従来型色素レー ザー治療抵抗性の単純性血管腫

の要因と して， ①残存血管が深部に存在する， ②残

存 血管が太すぎる， ③残存血管が綴す ぎる， ④血流

が 早 す ぎ る
，

な ど を 挙 げ て い る王コ
１

今固の色素レー ザー照射後の組 織学的所見では，

一２５一
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図２ 各群 閥での 層別 血管 数の 比較

ａ：乳頭層および乳頭下屈 までの血管 数 ｂ：真皮上層の血管 数 Ｃ：真皮中層およぴ下 層の滋管 数

＊ １： ｐ ＜ 〇二０５
，

＊ ２ ＝ｐ 〈 〇二０王
，

ｔ－ｔｅｓ芝．

真皮乳頭下層ま での斑管数は減少していたが， より

深い部分での 血管数の滅少は認められず， かえって

増 加 し て い る 結 果 と な っ た、 色 素 レ ー ザ ー で は エ ネ

ルギーの大きさや深達度が不十分であることを示し

て い る と 考 克 ら れ る．

色素 レーザー照射直後の組織像では、 血管内の凝

菰のみで菰管内皮の損傷が昆られず （図３ａ） 滋流は

再開通する可能性が高いと考克られる、 さらに菰管

径が大きい滋管での都分的な凝固では菰管新生を促

す と も い わ れ て お り右）血 管 数 の 増 カ籔す る 結 果 と な っ

た と 思 わ れ た．

Ｖ ビ ー ム 治 療 群 で は
，

真 皮 の 上 層 か ら 下 層 ま で ３０

岬 以下の滋管数 が増加 してい たが， 真皮上層 でも

６０岬 以上の菰管は減少 してお り， や はり色 素レー

ザーよりも深く ま で効果 が及ん でいる 結 果となっ

た． しか し乳頭下層までの深さでも３０岬 以 下の菰

管数は減変してお らず， 本疾患がレー ザー治療に抵

抗 す る 原 因 と 考 克 ら れ る． Ｅｄｓｔｒ楡 ら一副は 色 素 レ ー

ザー１国照射後に１Ｏ終㎜ 以下の斑管は増カ瞳している

と 報 告 し て お り， そ の 原 因 と し て レ ー ザ ー 照 躰 に よ

り低酸素状態になる ことが血管薪生を促すと してい

る． 今 回 色 素 レ ー ザ ー 治 療 欝 と 閲 様 に
，

ｙ ビ ー ム で

出力 を高く して照雛してもその頓陶は変わらなかっ

たが， これはやはり血管経 が小さいため内腔に標的

となる 赤血 球が千 分に はない こと と， 血 管壁 にダ

メ ー ジ を 与 克 る た め に， よ り 畏 い 時 閲 に 大 き な エ ネ

ル ギ ー が必 要 で あ る こ と が 原 因 で あ る と思 わ れ る 胴 卸
．

Ｖ ビーム治療群では色素 レーザー治療欝よりも血

管径が小さい血管の数は増カ此 ているが， この原因

と し て
，

色 素 レ ー ザ ー よ り も 真 皮 申 層 や 下 層 ま で

レ ー ザ ー の 効 果 が 及 ぶ こ と と
，

レ ー ザ ー の 出 カ が 大

きく口径が大きい血管にも効果があるため， より血

管新生が促進されている可能性が考克られる．

また， レー ザー照射後には血管径が小さい血管の

数は増 加しているが， 口径 が小さいため血管内に赤

斑球の数は珍なく， 臨床的には色調が薄く なり淡紅

一２６一
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派 熱

．簸畿 繍萎脚鰍 繊 議 轟１。〕

鐵 轟 レー 帯一 照射 直後 の纏 織像

盆：色 素レ ーザ ー照 雛 鰹後 の艦 織橡 （肋ｃ鮒 棚了染亀）． 鉱 大 都で 斑欝 殉 の赤 愈球 秘凝 漱 して

い る が， 漱 管 壁 は 蓮 繍 鋤 ミ傑 た 批 て い る、 お： ｙ ビ ー 払 照 敏 後 の 総 織 像 （肋 碗 （ 棚 染 抵），

蛆 管 約 で は 赤 菰 球 萩 凝 菰 し て お り、 漱 管 壁孕）破 壊 と 撚 球 の 漏 出 が 鈍 ら 虹 葛ヨ

嚢謹縫 一

鷲
一

灘
’

鰯 轟 綻 例

盈：達７ 歳 勇 惟 の 驚 部 単 締 篠 滋 管 鱈， 崖） 初 診 時 （未 治 療）． 有） 勉 素 シ ー 帯 一 ３ 幽， ｙ ビ ー ム

７ 国照 射 後． も： 未 治療 都 （肋 漁 （ 棚 染 亀）、 耽 顧属 か ら哀 皮 串 融こ多数 の紘 張 した 撚 管を

認 め る。 ｃ： 色 素 レ ー 婦 一 ３ 回 照 騎 後 （肋ｃｔ鮒 ｙ孤 染 色）． 乳 頭 下 層 か ら 哀 皮 申 融 こ 洲 す て 羊

に 直 篠 ２０ ～ ６軸 ㎜ の 煎 管 を 認 め る． 釘：ｙ ビ ー ふ ア 国 照 鰍 後 （賄 漁 （ 唖 染 色）． 乳 頭 下 融 こ

直 径 約 ２ 躰遺 の 菰 管 登 認 め る．
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色 に 見 え る も の と一思、わ れ る
．

Ｖ ビ ー ム 照 射 直 後 の 組 織 像 で は
，

菰 管 径 が ２００μｍ

以上の血管内皮を損傷 している 像がみ られ， 血管径

が大 き い 菰 管 に対 して よ り 効 果的 で あ る こ と が示 さ れ た．

一 方 Ｆｉｓ隻ｅｒｓｔｒａｎｄ ら五１」は．陣 純 性 倣 管 腫 の 継 織 学 自勺

検 討 に よ り，
血 管 腫 の 存 在 す る 深 さ は

，
顔’面 で ３５２±

８７μ犯 と 報 告 し て い る
、

今 回 の 結 果 で は 照 射 後 の 組

織で深部 に塩 管が 多数 見ら れた所 見はなく， レー

ザーの効果が及ぶ深さは比較的十分であると考えら

れ た、 今 回 の 研 究 結 果 か ら Ｖ ビ ー ム で の 治 療 は 色 秦

レーザーよりも効果的であることが残存する血管数

から示 された が， 今後さらに治療効果を向上させる

に は， ① さ ら に 高 出 力 の 照 射
，

② 重 複 照 射
，

③ 大 口

径 に よ る 漁 射］ヨ」
，

④ 非 選 択 的 な レ ー ザ ー 照 射 等 が 考

え ら れ るＩ 小 口 径 の 菰 管 で は オ キ シ ヘ モ グ ロ ビ ン が

少 な い た め， 照 射 に よ り オ キ シ ヘ モ グ ロ ビ ン を 停 滞

させてさらに重複照射することで効果が得られる可

能 性 が あ る１］コ］芭「
． ま た 同 様 の 理 由 か ら， 非 選 択 的 に 照

射 す る こ と も 効 果 的 で あ る 可 能 性 が あ る
．

本 疾一患、の

レ ー ザ ー 治 療 に つ い て は 今 後 も レ ー ザ ー の 種 類 や 照

射方法によりその効果洲改善される余地があると考える．

結 論

単純性血管腫に対し色素 レーザー治療 したが， 奏

功を得な いため Ｖ ビーム治療 を加 乏たと ころ 改善

し た 症 例 に つ き
，

そ の メ カ ニ ズ ム 解 明 の た め に 組 織

学 的 検 討 を 行 っ た
．

Ｖ ビーム は盗管径が大きい血管に対 して色素 レー

ザーより も効果的であり， 有意に血管数の減少 が見

ら れ た
．

し か し Ｖ ビ ー ム 治 療 後 で も 主 に ３０μｍ 以 下

の 血 管 の 残 存 が み ら れ
，

治 療 に 抵 抗 す る 原 困 で あ る

こ と が 示 唆 さ れ た．
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